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平
成
２２
年
度 

定
期
総
会 

無
事
終
了
す
る 

 

平
成
22
年
度
の
上
志
津
原
町
会
の
定
期
総
会
が
４
月
３

日
（
日
）
10
時
よ
り
原
ト
ピ
ア
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
東
日

本
大
震
災
を
追
悼
し
て
黙
祷
か
ら
始
ま
り
、
活
発
な
質
疑
応

答
が
あ
り
、
終
了
時
刻
を
大
幅
に
オ
ー
バ
ー
し
て
し
ま
い
ま

し
た
が
、
無
事
終
了
し
ま
し
た
。
以
下
に
総
会
の
概
要
を
ご

報
告
い
た
し
ま
す
。 

 

総
会
次
第 

平
成
22
年
度 

上
志
津
原
町
会
定
期
総
会 

平
成
23
年
４
月
３
日
（
日
）
10
：
00
〜 

原
ト
ピ
ア
に
て

開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 

１
、
開
会 

 

司
会
・
・
・
藤
谷
良
弘
（
総
務
） 

２
、
資
格
審
査
（
総
会
成
立
の
確
認
） 

 
 

出
席
者
数
６８
名
、
委
任
状
４５４
名
の
合
計
５２２
名
は
会

員
数
８１１
世
帯
の
過
半
数
を
超
え
て
い
ま
す
の
で
総

会
は
成
立
し
ま
し
た
。 

 

３
、
町
会
長
挨
拶 

 

大
内
町
会
長
よ
り
挨
拶 

４
、
議
長
、
書
記
の
選
出 

司
会
者
一
任
に
て
、
議
長
に
、
萩
庭
さ
ん
が
選
出
さ

れ
ま
し
た
。
続
い
て
、
書
記
の
２
名
に
上
村
さ
ん
と

塩
さ
ん
に
任
命
し
ま
し
た
。 

   

５
、
議
事 

■
第
一
号
議
案 

 
 

活
動
報
告 

事
業
報
告 

一
般
会
計
報
告 

盆
踊
り
会
計

報
告 

運
動
会
会
計
報
告 

上
志
津
原
ま
ち
づ
く
り
委
員

会
事
業
報
告
、
グ
ラ
ン
ド
運
営
委
員
会
事
業
報
告
、
収
支

決
算
報
告 

自
治
会
館
運
営
委
員
会
会
計
報
告 

 

町
会

長
や
担
当
部
長
か
ら
報
告
さ
れ
ま
し
た
。 

 

会
計
監
査
報
告 

会
計
監
査
、
丸
田
さ
ん
よ
り
報
告 

「
す
べ
て
適
正
に
処
理
さ
れ
て
い
ま
し
た
。」と
報
告
さ
れ

ま
し
た
。 

平
成
22
年
度
事
業
お
よ
び
決
算
報
告
承
認
決
議 

第
一
号
議
案
に
つ
い
て
、挙
手
に
よ
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

 

■
第
二
号
議
案 

①
平
成
23
年
度
事
業
計
画
案 

②
一
般
会
計
予
算
案 

③
平
成
23
年
度
町
会
役
員
人
事 

大
内
会
長
よ
り
報
告
さ
れ
ま
し
た
。 

《
人
事
の
訂
正
》 

 

東
９
組 
伊
林 
恒
太
郎
さ
ん
↓
入
江
亮
さ
ん
に
変
更 

南
３
・
４
組 
中
原 
誠
さ
ん 

盆
踊
り
部
長
に
就
任
さ

れ
ま
し
た
。 

④
会
計
監
査
選
出 

22
年
度
環
境
・
衛
生
の
池
田
さ
ん 

22
年
度
会
計
の
長
谷
川
さ
ん
が
会
計
監
査
に
選
ば
れ

ま
し
た
。 

⑤
平
成
２３
年
度
事
業
計
画
及
び
予
算
承
認
決
議 

第
二
号
議
案
に
つ
い
て
、
挙
手
多
数
に
よ
り
承
認
さ
れ

ま
し
た
。 

 

■
議
案
外
で
の
提
案
・
報
告 

 

・
上
志
津
原
町
会
規
約
改
定
（
案
）
藤
谷
さ
ん
よ
り
説
明

が
あ
り
、
上
志
津
原
町
会
規
約
改
定
（
案
）
挙
手
に
よ

り
承
認
さ
れ
ま
し
た
（
総
会
資
料
添
付
） 

■
質
疑
応
答
（
抜
粋
） 

質
疑･･･

自
治
会
館
運
営
委
員
会
会
計
で
修
繕
積
立
金

の
規
約
は
あ
る
の
か
？ 

応
答･･･

特
に
規
約
は
作
っ
て
い
ま
せ
ん
。 

今
後
修
正
説
明
を
加
え
る
と
い
う
こ
と
基
本

的
に
一
般
会
計
の
中
で
処
理
を
す
る
よ
う
に 

さ
せ
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

質
疑
・
・
・
盆
踊
り
の
太
鼓
の
革
が
傷
ん
で
き
て
い
る
の
で
、

今
後
張
り
替
え
る
の
か
買
い
替
え
る
の
か
、ま
た

高
額
に
な
る
の
で
積
み
立
て
を
す
る
か
を
考
え

た
ほ
う
が
よ
ろ
し
い
の
で
は
な
い
か
？ 

意
見
・
・
・
前
回
の
総
会
で
修
理
や
買
い
替
え
の
た
め
の
積

み
立
て
を
お
願
い
し
て
い
る
の
で
、
も
う
一
度

真
剣
に
考
え
て
ほ
し
い
で
す
。 

応
答
・
・
・
今
後
の
班
長
会
議
で
検
討
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。 

質
疑
・
・
・
大
震
災
の
影
響
で
自
粛
ム
ー
ド
や
計
画
停
電
で

従
来
ど
お
り
開
催
し
て
良
い
の
か
？ 

応
答
・
・
・
班
長
会
議
で
十
分
検
討
し
対
応
し
て
行
き
た
い

と
思
い
ま
す
。 

・
そ
の
他
、
原
ト
ピ
ア
の
運
営
方
法
に
つ
い
て
話
し
合
わ
れ 

ま
し
た
。 

６
、
新
旧
役
員
挨
拶 

①
平
成
22
年
度
役
員
退
任
挨
拶 

②
平
成
23
年
度
役
員
就
任
挨
拶 

７
、
閉
会 

以
上
で
総
会
は
終
了
。 

                       

平
成
２３
年
度 

第
１
回
班
長
会
議 

４
月
２
日 

午
後
７
時
（
欠
席
４
名
） 

  

１
、
町
会
長
挨
拶 

 

２
、
資
料
の
確
認 

 

３
、
総
会
資
料
の
確
認 

 
 
 

事
業
計
画
・
収
支
予
算
・
規
約
改
定
説
明 

 
 
 

役
割
分
担
確
認 

 

４
、
班
長
必
携
説
明 

 

５
、
訃
報
周
知
方
法
の
見
直
し 

 

 
 

【
訃
報
の
お
知
ら
せ
】
は
、
今
年
か
ら
全
戸
配
布
に 

 

 
 
 

す
る
。
直
接
手
渡
し
に
す
る
か
、
不
在
時
は
ポ
ス
ト 

 
 
 

へ
、
ま
た
は
回
覧
板
に
て
全
戸
配
布
す
る
。 

 

６
、
自
治
会
館
受
付
方
法
の
変
更 

 
 

①
年
間
予
約
は
町
会
、
関
連
団
体
が
優
先
さ
れ
る 

 
 

②
一
般
予
約
は
、
５
月
７
日
（
土
）
よ
り
随
時
予
約
可 

※
緊
急
時
は
我
妻
さ
ん
へ
連
絡
す
る 

 
 

③
予
約
時
に
利
用
料
を
支
払
い
す
る 

 
 

④
予
約
表
は
我
妻
さ
ん
宅
に
て
保
管
す
る 

 
 

⑤
原
ト
ピ
ア
の
鍵
の
保
管
場
所
は
小
森
商
店
↓
松
本 

宅
へ
変
更
す
る 

 
 

⑥
原
ト
ピ
ア
の
電
話
番
号
・
フ
ァ
ッ
ク
ス 

 
 
 
 
 
 
 
 

℡
＊
＊
＊-

＊
＊
＊-

＊
＊
＊
＊ 

 

７
、
そ
の
他 

 

 
 

・
原
ト
ピ
ア
の
前
に
自
動
販
売
機
を
設
置
予
定
。 

 
 

・
Ａ
Ｅ
Ｄ
も
一
緒
に
室
内
へ
設
置
す
る
予
定
。 

・
今
回
の
東
日
本
大
震
災
を
ふ
ま
え
、
役
場
が
機
能 

し
な
い
場
合
を
想
定
し
、
各
班
長
が
班
内
の
世
帯 

 
 
 

状
況
を
把
握
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
為
、
調
査
に 

 
 
 

ご
協
力
下
さ
い
。 
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写
真
下
：
震
災
に
よ
る
被
災
者
に
向

け
１
分
間
の
黙
祷
を
捧

げ
る 

写
真
左
：
長
谷
川
さ
ん
よ
り
会
計
報

告
あ
り 

写
真
左
下
：
本
年
度
の
新
役
員
さ
ん

よ
り
自
己
紹
介
と
挨

拶
あ
り 
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総会の風景  
太鼓の皮の張り替えや会館
の使用料設定についてなど、
活発な発言が相次ぎました。
議長がとても上手に議事を
進行させて下さいましたの
で、町の様々な課題について
皆が共通認識を共有できる、
すばらしい総会になりまし
た。 

 
▲熱心な発言が相次ぎました。 

平成22年度町会定期総会資料収録 

会計報告 
平成２２年度もスポーツ大会・盆踊
り・運動会など町会の行事は全て滞り
なく、盛大に行うことができました。
２２年度の班長の皆様、お疲れ様でし
た。総会資料を収録しました。スペー
スの関係で一部編集してあります。 

 

 

平成２２年度上志津原町会会計監査報告 
 平成２２年度佐倉市上志津原町会会計の
監査結果を下記の通り報告いたします。 

記 
収入 納入会員数、納入額が正確に把握され

納入状況も良好であった。 
支出 各項目の支出状況は適切であった。 
   会計支出額と領収書は整合していた。 
関係書類 会計簿、領収書等の関係書類は正

確・適切に整理されていた。 
 平成２３年３月２０日 

会計監査 森野秀雄 ㊞  
会計監査 丸田 衛 ㊞ 
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平成22年度町会定期総会資料収録 

事業計画・予算 
 総会で承認された平成23年度の 

事業計画と予算です。ご協力のほ 

ど、よろしくお願い致します。 

平成23 年度 

上志津原町会事業計画 
４月 ２日（土）第１回班長会議 

（以後毎月原則第１土曜日開催） 

４月 ３日（日）定期総会 

５月１５日（日）スポーツ大会 

６月 ５日（日）幹線道路 

・自治会館清掃 

７月２４日（日）やぐら設営 

７月２９日・３０日（金・土） 

盆踊り大会 

７月３０日（土）・はら子ども神輿 

７月３１日（日）やぐら解体 

８月２７・２８日（土・日） 

・ふれあいキャンプ 

９月 ４日（日）幹線道路清掃 

９月２５日（日）・敬老会 

１０月１６日（日）運動会 

１１月 ６日（日）自治会館大掃除 

１２月 ４日（日）防災訓練 

１２月 ４日（日）・餅つき大会 

１月１５日（日）新年会 

３月１８日（日）会計監査 

４月 ８日（日）23年度定期総会 

 ※「・」印は町会共催事業です。 

町会新年度の初事業 

スポーツ大会 
５月１５日（日）午前９時集合 

（雨天の場合は２２日（日）に延期します。） 

楽しくプレーしましょう。 

 

平
成
22
年
度
上
志
津
原
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
事
業
報
告 

 

（
４
月
３
日
、
町
会
定
期
総
会
で
報
告
） 

 

一
、
市
民
協
働
事
業
に
関
す
る
件 

 

①
千
葉
県
の
市
町
村
職
員
研
修
に
出
向 

 
 

・
８
／
26
旭
市
、
９
／
２
鴨
川
市
、
延
べ
５
名
出
向
。 

②
淑
徳
大
学
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
政
策
学
部
開
設
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に

招
聘
さ
れ
る 

・
地
域
の
活
性
化
に
つ
い
て
講
演
、
５
名
出
向
。 

 

③
佐
倉
市
職
員
研
修
、
上
志
津
原
で
実
習
（
12
／
７
） 

 
 

・
佐
倉
市
か
ら
の
要
請
に
よ
り
受
け
入
れ
。
ま
ち
づ
く 

り
委
員
会
の
経
緯
等
に
つ
い
て
学
習
し
た
あ
と
、
ふ
れ
あ

い
ど
お
り
部
会
の
活
動
等
を
実
習
。 

 

④
市
民
協
働
実
施
団
体
交
流
会
参
加 

・
３
名
出
向
。 

 

⑤
ネ
ッ
ト
安
全
教
室 

・
２
／
15
南
志
津
小
公
開
授
業
に
協
力
、
４
名
出
向
。 

 

⑥
ま
ち
づ
く
り
フ
オ
ー
ラ
ム
に
参
加 

 
 

・
２
／
27
志
津
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
、
８
名
出
向
。 

二
、
開
発
・
造
成
・
工
事
関
係 

 

①
宅
地
開
発
住
民
説
明
会
開
催
（
９
／
19
） 

 
 

・
物
件
＝
ゆ
た
か
苑
前
か
ら
東
邦
シ
ー
ト
社
宅
手
前
に
至
る

地
域
、
61
区
画
、
施
主
・
Ｓ
Ｔ
ホ
ー
ム
。 

 
 

・
結
果
＝
避
難
路
に
不
安
な
ど
、
開
発
を
許
可
し
た
市
の
担

当
者
を
交
え
て
再
度
開
催
し
て
ほ
し
い
。 

 

②
同
２
回
目
の
住
民
説
明
会
開
催
（
11
／
７
） 

 
 

・
結
果
＝
市
の
担
当
者
２
名
出
席
。
詳
細
説
明
、
な
ん
と
か

納
得
を
得
た
。 

 

③
Ｓ
Ｔ
ホ
ー
ム
の
宅
地
造
成
工
事
に
問
題 

 
 

・
問
題
＝
説
明
会
前
の
工
事
開
始
、
日
曜
日
な
ど
の
休
日
に 

工
事
を
す
る
な
ど
、
近
隣
住
民
か
ら
苦
情
が
あ
っ
た
。

そ
の
つ
ど
現
場
に
出
向
き
抗
議
、
是
正
を
約
束
さ
せ
た

が
守
ら
れ
ず
、
約
束
違
反
が
再
三
に
及
ん
だ
。
幹
部
を

ま
ち
づ
く
り
委
員
会
定
例
会
に
呼
び
つ
け
て
抗
議
、
会

社
は
陳
謝
し
た
。 

三
、「
上
志
津
原
防
犯
委
員
会
」
の
結
成
（
町
会
を
フ
ォ
ロ
ー
） 

・
５
／
23
「
上
志
津
原
地
区
の
自
主
防
犯
組
織
化
を
考
え
る

集
い
」
開
催 

・
７
／
11
「
上
志
津
原
防
犯
委
員
会
」
設
立 

 
 

ま
ち
づ
く
り
委
員
会
Ｃ
ｏ
Ｃ
ｏ
く
ら
ぶ
の
子
供
支
援

の
検
討
か
ら
発
し
た
課
題
で
あ
っ
た
が
、
町
全
体
の
安

全
、
防
犯
に
関
わ
る
問
題
な
の
で
町
会
の
委
員
会
と
し
て

結
成
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。 
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双
葉
会
か
ら
の
ご
挨
拶 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

双
葉
会
会
長 

 

田
上
正
敏 

 

町
会
の
皆
様
方
の
ご
理
解
あ

る
ご
支
援
と
協
力
に
よ
り
無

事
に
平
成
２３
年
の
新
年
度
を

迎
え
る
事
に
な
り
ま
し
た
。

感
謝
し
て
い
ま
す
。 

今
年
は
、
思
い
も
よ
ら
ぬ
東

日
本
大
震
災
害
に
遭
わ
れ
た

方
々
に
は
謹
ん
で
お
見
舞
い

を
申
し
上
げ
ま
す
。
幸
い
に
、

双
葉
会
の
皆
様
方
に
は
、
大
事

に
至
ら
ず
一
安
心
し
て
い
る

所
で
す
。 

  

平
成
２３
年
度
の
事
業
計
画 

 
 
 

双
葉
会
の
現
況
と
、
平
成
２３
年
度
の
行
事
計
画
を 

 
 
 

ご
報
告
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。 

 
 
 
 

【毎
月
】 

・ 

公
園
清
掃 

・ 

月
例
会
兼
清
掃 

・ 

あ
る
こ
う
会
（月
１
回
） 

・ 

カ
ラ
オ
ケ
の
会
（月
１
回 

第
３
金
曜
日
） 

 
 
 
 

【そ
の
他
】 

・ 

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
（週
２
回 

火
・金
曜
日
） 

・ 

双
葉
会
一
泊
研
修
旅
行
（年
１
回
） 

・ 

第
２
支
部
日
帰
り
旅
行
（年
２
回
） 

  
 
 
 

【平
成
２３
年
度
の
行
事
計
画
】 

 
 
 
 
 

４
月 

双
葉
会
総
会 

 
 
 
 
 

５
月 

町
会
ス
ポ
ー
ツ
大
会
参
加 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

第
２
支
部
総
会 

ゴ
ミ
０
運
動
参
加 

 
 
 
 
 

６
月 

双
葉
会
一
泊
研
修
旅
行 

 
 
 
 
 

７
月 

町
会
盆
踊
り
大
会
協
力
参
加 

 
 
 
 
 

８
月 

公
園
清
掃
後
、
暑
気
払
い 

 
 
 
 
 

９
月 

社
会
奉
仕
の
日 

第
２
支
部
芸
能
大
会 

１０
月 

町
会
運
動
会
参
加 

１２
月 

忘
年
会 

 
 
 
 
 
 

 

 
 
 

１
月 

新
年
会
（
福
引
） 

 
 
 

２
月 

第
２
支
部
芸
能
大
会 

 
 
 

３
月 

花
見
・
会
計
監
査 

☆ 

役
員
会
は
年
５
回
以
上
開
催
す
る
。 

☆ 

市
高
連 

芸
能
大
会
・
ス
ポ
ー
ツ
大
会 

 
 
 
 
 
 

将
棋
・
料
理
教
室
・
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ 

                                    

  

子
供
会
か
ら
の
ご
挨
拶 

 
 
 
 
 
 
 
 

子
供
会
会
長 

田
中
邦
子 

 

東
日
本
大
震
災
で
被
災
さ
れ

ま
し
た
多
く
の
皆
様
に
謹
ん
で

お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

今
回
の
大
震
災
で
は
、子
供
達

も
と
て
も
怖
い
思
い
を
し
た
と

思
い
ま
す
。
未
だ
に
続
く
余
震

で
、
寝
て
い
て
も
目
を
醒
ま
し

て
し
ま
う
子
供
も
い
る
と
聞
き

ま
し
た
。 

果
た
し
て
、こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、子
供
会
の
活
動
を
、

今
ま
で
通
り
行
っ
て
よ
い
も
の
か
、新
役
員
で
話
し
合
っ
て
き

ま
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
時
だ
か
ら
こ
そ
、
子
供
達
の

健
康
を
育
む
手
助
け
と
な
る
活
動
を
行
え
れ
ば
…
と
考
え
ま

し
た
。 

今
年
度
は
、小
学
校
の
運
動
会
の
日
程
の
変
更
に
よ
り
バ
ス

遠
足
の
時
期
を
見
直
し
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
、

様
々
な
状
況
が
変
化
し
た
場
合
、
行
事
の
延
期
な
ど
、
即
時
に

対
応
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
ま
す
。安
全
面
に
は
十
分
に
注

意
を
払
い
、
活
動
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

ま
た
災
害
時
に
は
、
や
は
り
地
域
力
と
い
う
の
は
、
と
て
も

重
要
に
な
っ
て
く
る
と
思
い
ま
す
。子
供
た
ち
と
地
域
の
皆
様

の
交
流
が
今
ま
で
以
上
に
で
き
る
よ
う
、町
会
で
予
定
さ
れ
て

い
る
行
事
に
、子
供
会
と
し
て
積
極
的
に
参
加
し
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。 

今
後
と
も
、
皆
様
の
温
か
い
ご
支
援
・
ご
協
力
の
ほ
ど
宜
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

  
平
成
２３
年
度
の
子
供
会
の
役
員 

 
 

会
長
…
田
中
邦
子 

 
 

副
会
長
…
船
木
幸
子
・
田
村
加
苗
・
坂
弘
子 

 
 

会
計
…
榎
本
葉
子
・
高
橋
里
佐 

 
 

書
記
…
速
水
佳
代
子
・
吾
妻
友
梨 

※
今
年
度
の
年
間
行
事
予
定
は
地
震
や
原
発
の
様
々
な
状 

 
 

 
 

況
か
ら
変
更
に
な
る
可
能
性
が
高
く
、
掲
載
せ
ず
。 

   

新
入
生
歓
迎
会 

４
月
２３
日
「
原
ト
ピ
ア
」
で
子
供
会
の
『
新
入
生
歓
迎
会
』

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
時
の
子
供
達
の
様
子
を
一
部
、
ご

紹
介
し
ま
す
。 

                                     

１
人
１
人
の
健
康
を
第
１
に
考
え
て
、
熟
年
同
士

の
気
さ
く
な
楽
し
い
会
で
す
。
こ
こ
２
年
位
は
、

お
若
い
方
が
入
会
戴
き
、
大
変
力
強
く
嬉
し
く
思

っ
て
い
ま
す
。
町
会
の
皆
様
方
の
中
で
、
仲
間
に

入
っ
て
く
れ
る
方
、
大
歓
迎
で
す
。
今
年
も
ど
う

ぞ
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

 

双葉会は 

↓「伝言絵ゲーム」では上手に
動物や海の生物が書けたね。 

←来賓の方とジャンケンで勝負だ～。 
負けると足の下の紙が小さくなるよ。 

↑新入生の自己紹介です。 
恥ずかしかったけど上手にお名前いえ
ました。 

↑本年度は新入生２１名を迎え
た新入生歓迎会でした。 

今
年
も
原
ト
ピ
ア
の
公
園
の
空
に
鯉
の
ぼ

り
が
泳
い
で
い
る
の
で
見
に
来
て
ね
❤ 

こ 

い 

の 

ぼ 

り 
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総

務

（
総

括

）
の
ご
挨

拶 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

藤
谷
良
弘
（
２
組
西
班
） 

  
 

安
心
・安
全
な
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
て 

 

 

平
成
２３
年
度
町
会

で
、
引
き
続
き
総
務

を
担
当
さ
せ
て
頂
き

ま
す
藤
谷
で
す
。 

３
月
１１
日
勃
発
し

た
、
東
日
本
大
震
災

で
ご
家
族
、
ご
親
戚

が
被
災
さ
れ
た
方
も

多
い
と
思
わ
れ
ま
す
。 

心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
と
共
に
、
１
日
も
早

い
復
興
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。 

昨
年
度
、
町
会
会
員
の
皆
様
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜

り
「
上
志
津
原
防
犯
委
員
会
」
が
結
成
さ
れ
、
パ
ト
ロ
ー

ル
や
各
種
施
設
を
展
開
中
で
す
。
今
年
度
は
、
こ
れ
に
加

え
て
防
災
の
組
織
化
に
本
格
的
に
取
り
組
み
た
い
と
考
え

ま
す
。
今
回
の
大
震
災
で
、
当
地
に
お
い
て
は
直
接
的
な

被
災
は
少
な
く
幸
い
で
し
た
が
、
今
尚
続
く
余
震
や
、
原

発
の
危
機
に
直
面
し
、
地
縁
組
織
と
し
て
担
う
べ
き
役
割

も
明
確
に
な
っ
て
き
た
と
思
い
ま
す
。 

皆
さ
ん
の
ご
協
力
、
ご
参
加
を
頂
き
つ
つ
具
体
化
に
向

け
、
ス
タ
ー
ト
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

              

    

東
日
本
大
震
災
に
よ
る
福
島
第
一
原
発
爆
発
の
影
響
か
ら

電
力
不
足
が
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

幸
い
、
上
志
津
原
は
計
画
停
電
の
区
域
か
ら
外
れ
て
い
ま

し
た
が
、
今
後
、
夏
に
向
け
て
電
力
需
要
が
上
が
る
為
、
計

画
停
電
も
や
む
得
な
い
状
況
に
な
っ
て
く
る
と
思
わ
れ
ま
す
。 

 

テ
レ
ビ
や
マ
ス
コ
ミ
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
雑
誌
等
で
色
々 

節
電
対
策
を
挙
げ
て
い
ま
す
が
、
原
た
よ
り
で
も
身
近
で
で

き
る
、今
か
ら
で
き
る
節
電
対
策
を
取
り
上
げ
て
み
ま
し
た
。 

   

◎
冷
蔵
庫
編 

 
 

・
保
冷
シ
ー
ト
で
冷
気
を
逃
さ
な
い 

・
熱
々
の
も
の
は
冷
ま
し
て
か
ら
入
れ
る 

 
 

・
冷
蔵
庫
内
が
ス
カ
ス
カ
な
ら
『
弱
』
に
す
る 

 
 

・
冷
蔵
庫
の
上
に
は
物
を
置
か
な
い 

 
 

・
冷
蔵
庫
の
置
き
場
所
は
壁
か
ら
１０
㎝
離
す 

 
 
 

※
十
分
な
隙
間
が
あ
れ
ば
熱
が
こ
も
ら
ず
、
余
計
な

電
力
を
使
わ
な
い 

 

◎
エ
ア
コ
ン
編 

 
 

・
フ
ィ
ル
タ
ー
を
こ
ま
め
に
掃
除
す
る 

 
 

・
設
定
温
度
を
１
度
上
げ
る
と
約
９
％
の
省
エ
ネ
に
！ 

 
 

・
使
わ
な
い
時
は
プ
ラ
グ
を
抜
く 
 

◎
テ
レ
ビ
編 

 
 

・
テ
レ
ビ
を
見
る
時
間
を
１
時
間
減
ら
す 

 
 

・
画
面
の
明
る
さ
を
『
最
大
』
か
ら
『
中
』
へ
変
更 

 
 

・
視
聴
し
て
い
な
い
時
は
、
主
電
源
を
切
る 

 

◎
掃
除
機
編 

 
 

・
部
屋
を
片
付
け
て
か
ら
ス
イ
ッ
チ
を
入
れ
る 

 
 

・
フ
ロ
ー
リ
ン
グ
な
ら
掃
除
機
は
『
弱
』
に
す
る 

 
 

・
掃
除
機
の
中
も
こ
ま
め
に
掃
除
す
る 

 

◎
リ
ビ
ン
グ
編 

 
 

・
日
中
は
カ
ー
テ
ン
を
ひ
い
て
熱
を
シ
ャ
ッ
ト
ア
ウ
ト 

 
 

・
遮
光
フ
ィ
ル
ム
で
直
射
日
光
を
カ
ッ
ト
す
る 

 
 

・
夕
方
に
打
ち
水
を
す
る
と
涼
し
く
な
る 

 
 

・
部
屋
の
照
明
は
こ
ま
め
に
消
す 

 
 

・
Ｌ
Ｅ
Ｄ
電
球
に
買
い
替
え
る 

 
 
 

※
寿
命
は
白
熱
電
球
の
約
４０
倍 

消
費
電
力
は
８
分
の
１
の
商
品
も
あ
る 

   

家
庭
の
電
力
消
費
の
６
％(

約
６
４
２
０
円
分)

が
待
機
電
力 

 

※
待
機
電
力
と
は
、
ス
イ
ッ
チ
を
入
れ
て
な
く
て
も
、
コ 

 
 

ン
セ
ン
ト
に
つ
な
い
で
お
く
だ
け
で
消
費
す
る
電
力
の 

 
 

こ
と
を
い
い
ま
す
。
使
わ
な
い
プ
ラ
グ
を
コ
ン
セ
ン
ト 

 
 

か
ら
抜
く
だ
け
で
１
年
間
で
約
２
５
７
０
円
の
電
気
料 

 
 

金
を
節
約
で
き
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。 

① 

ガ
ス
給
湯
器
、
風
呂
釜 

② 

Ｈ
Ｄ
Ｄ
・
Ｄ
Ｖ
Ｄ
レ
コ
ー
ダ
ー
、
プ
レ
イ
ヤ
ー 

③ 

温
水
洗
浄
便
座 

④ 

エ
ア
コ
ン 

⑤ 

ミ
ニ
コ
ン
ポ 

 
 

電
子
レ
ン
ジ 

     

佐
倉
市
の
水
道
水
源
は
志
津
浄
水
場
（
地
下
水
６５
％
）

柏
井
浄
水
場
（
河
川
３５
％
） 

 

※ 

４
月
２２
日
現
在
、
採
水
し
た
浄
水
の
測
定
値
は
各
浄
水

場
と
も
に
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
・
放
射
性
ヨ
ウ
素
は
不
検
出

で
し
た
。 

※ 

地
下
水
に
つ
い
て
は
、
屋
内
施
設
で
浄
水
し
て
お
り
、
ま

た
雨
水
と
一
緒
に
地
下
に
浸
透
し
た
と
し
て
も
、
取
水
を

し
て
い
る
地
下
１
０
０
ｍ
ま
で
達
す
る
に
は
相
当
時
間

が
か
か
る
為
、
大
気
中
の
放
射
性
物
質
が
地
下
水
に
混
ざ

る
可
能
性
は
ま
ず
な
い
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。 

※ 

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
買
い
だ
め
は
控
え
ま
し
ょ
う
。 

※ 

志
津
浄
水
場
は
臨
時
給
水
所
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。 

          

   

・
停
電
時
は
ガ
ス
機
器
も
と
ま
り
、
換
気
扇
や
ガ
ス
漏
れ
警

報
機
が
作
動
し
な
い
為
、
窓
を
開
け
る
な
ど
し
て
十
分
に

換
気
を
行
っ
て
下
さ
い
。 

・
停
電
復
旧
後
は
、
ガ
ス
機
器
の
時
計
機
能
が
リ
セ
ッ
ト
さ

れ
て
い
る
場
合
が
あ
る
の
で
、
時
計
や
タ
イ
マ
ー
等
を
確

認
し
て
再
度
、
設
定
し
直
す
必
要
あ
り
。 

    

①
着
火
源
と
な
る
裸
火
・
換
気
扇
・
電
気
な
ど
の
ス
イ
ッ

チ
に
、
絶
対
に
手
を
触
れ
な
い
で
下
さ
い
。
電
気
の
ス

イ
ッ
チ
は
切
る
時
も
火
花
が
出
る
の
で
切
ら
な
い
よ
う

に
注
意
す
る
。 

②
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
は
空
気
よ
り
重
い
た
め
、
戸
や
窓
を
大
き
く

開
け
て
、
低
い
所
に
溜
ま
っ
た
ガ
ス
に
も
注
意
し
て
下

さ
い
。
全
て
の
器
具
栓
・
ガ
ス
栓
を
閉
め
て
下
さ
い
。

容
器
ボ
ン
ベ
も
必
ず
元
栓
を
閉
め
て
下
さ
い
。 

   

◎
家
屋 

 

全
壊
２９
棟 

 
 
 
 
 

半
壊
７
棟 

 
 
 
 
 

一
部
損
壊
３０７
棟 

 

◎
道
路
関
係 

道
路
隆
起
・
陥
没
・
亀
裂
等 

１１４
ヵ
所 

 
 
 
 
 
 

Ｕ
字
溝
損
傷
等 

１７
ヵ
所 

 
 
 
 
 
 

道
路
へ
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
の
倒
壊 

１８
箇
所 

 

◎
橋
架
関
係 

取
り
付
け
道
路
の
沈
下
等 

１９
ヵ
所 

 

◎
下
水
道
関
係 

マ
ン
ホ
ー
ル
の
隆
起
・
陥
没 

７
ヵ
所 

 

◎
水
道
関
係 

空
気
弁
か
ら
の
漏
水 

２２
ヵ
所 

      

福
島
原
子
力
発
電
所
の
被
災
に
伴
う 

 
 
 
 
 
 
 

水
道
中
の
放
射
性
物
質
に
つ
い
て 

震
災
時
に
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
（プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
）か
ら 

ガ
ス
漏
れ
の
臭
い
を
感
じ
た
時
の
対
応 

停
電
時
の
都
市
ガ
ス
機
器
の
使
用
に
つ
い
て 

意
外
と
知
ら
な
い
待
機
電
力
の
多
い
家
電
製
品
に
つ
い
て 

佐
倉
市
内
の
被
害
状
況 

平
成
２３
年
４
月
１８
日
現
在 

夏
の
節
電
対
策 

災害用伝言ダイヤル（１７１） 

の利用方法 

（操作手順） 
１． １７１をダイヤルします。 
２． ガイダンスに従って、録音の場合は１、

再生の場合は２をダイヤルします。（暗
証番号をつけて録音・再生行うこともで
きます） 

３． ガイダンスに従って自宅（被災地）の電
話番号、または連絡を取りたい被災地の
方の電話番号を市外局番からダイヤル
します。 

４． 伝言を録音・再生することができます。 
※PHS・携帯電話からも利用できますが、
録音・再生することはできません。 
 

節
電
に
ご
協
力
を
！ 

下の写真 志津浄水所 
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平
成
２３
年
度 

 
 
 

町
会
長
再
任
の
ご
挨
拶 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

町
会
長 

大
内 

茂 
 

町
会
会
員
の
皆
様

に
は
益
々
の
ご
清
栄

の
こ
と
と
お
喜
び
申

し
上
げ
ま
す
。 

昨
年
の
４
月
に
町

会
長
の
大
役
を
仰
せ

つ
か
り
、
皆
様
の
ご
支

援
、
ご
協
力
を
賜
り
な 

が
ら
役
員
一
同
、
平
成
２２
年
度
の
任
を
遂
行
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
こ
と
を
心
よ
り
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。 

本
年
度
は
、
先
に
３
月
１１
日
の
東
北
関
東
大 

震

災
が
あ
り
、
上
志
津
原
町
会
に
お
い
て
も
防
災
に
対

し
何
ら
か
の
準
備
を
し
て
お
か
な
け
れ
ば
と
思
い
ま

す
。 

 

又
、
独
居
老
人
や
高
齢
者
の
存
在
把
握
を
し
て
い

か
な
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。 

 

上
志
津
原
が
安
心
・
安
全
で
住
み
よ
い
地
域
で
あ

る
よ
う
に
役
員
一
同
で
推
進
し
て
い
く
所
存
で
す
。 

 
 

副
会
長 

 
 
 

（
自
治
会
館
担
当
・
防
災
指
導
員
） 

 
 
 
 
 
 
 
 

佐
々
木
幸
寿
（
大
和
田
） 

こ
の
度
、
副
会
長
及

び
自
治
会
館
・
防
災
指

導
員
を
担
当
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。 

１
年
間
頑
張
り
ま
す

の
で
、
皆
様
の
ご
協
力

の
程
、
宜
し
く
お
願
い

し
ま
す
。 

 
 

副
会
長
（
街
灯
担
当
） 

 
 
 
 
 
 
 
 

上
野
美
津
代
（
西
１
組
） 

こ
の
度
、
副
会
長
及

び
街
灯
係
り
を
担
当
す

る
事
に
な
り
ま
し
た
上

野
で
す
。
大
切
な
家
族

の
住
む
上
志
津
原
の
町

の
た
め
に
努
力
を
惜
し

ま
ず
に
頑
張
り
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。 

安
全
に
暮
ら
す
た
め
に
欠
か
す
事
の
出
来
な
い

街
灯
だ
と
思
い
ま
す
の
で
迅
速
に
行
動
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。 

１
年
間
、
ど
う
ぞ
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

 
 

副
会
長
（
道
路
担
当
） 

 
 
 
 
 
 
 
 

藤
井
裕
隆
（
玉
木
２
班
） 

こ
の
度
、
副
会
長
及

び
道
路
担
当
す
る
事
に

な
り
ま
し
た
藤
井
で

す
。
皆
様
の
ご
協
力
を

頂
き
な
が
ら
、
１
年
間

頑
張
っ
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。 

 
 

ス
ポ
ー
ツ
・新
年
会
係 

 
 
 
 
 
 

部
長 

柳
澤
勧(

南
原
１
班) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

藤
井
（
５
組
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

河
内
（
吉
野
２
班
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

大
澤
（
玉
木
１
班
） 

以
上
の
４
名
で
１
年

間
担
当
す
る
事
に
な
り

ま
し
た
。 

皆
様
の
ご
指
導
と
ご

協
力
を
頂
き
な
が
ら
、

全
員
で
力
を
合
わ
せ
て

頑
張
り
ま
す
。 

皆
様
が
楽
し
ん
で
頂
け
る
様
努
力
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
宜
し
く
お

願
い
致
し
ま
す
。 

 
 

文
書
係 

 
 
 
 
 
 
 

塩 

正
丈
（
さ
く
ら
台
） 

 

今
年
度
、
さ
く
ら
台

班
長
を
務
め
さ
せ
て

頂
く
事
に
な
り
ま
し

た
塩
と
申
し
ま
す
。
ど

ち
ら
か
と
い
う
と
体

育
会
系
？
な
自
分
で

す
が
、
今
回
「
文
書
」 

と
い
う
役
職
に
就
き
ま
し
た
。 

一
人
で
の
作
業
に
な
る
の
で
、
プ
レ
ッ
シ
ャ

ー
は
あ
り
ま
す
が
、
一
年
間
頑
張
り
た
い
と

思
い
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
ま
す
。 

 

 
 

広
報
係 

 
 
 
 
 

部
長 

 

森
繭
美
（
新
栄
台
） 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

立
川
良
子
（
吉
野
１
班
） 

引
野
恵
美
子(

栗
林
１
班) 

山
田
静
江
（
原
１
班
） 

 

以
上
の
４
名
で
広

報
を
担
当
さ
せ
て
頂

き
ま
す
。 

４
名
と
も
パ
ソ
コ

ン
初
心
者
に
て
、
パ

ソ
コ
ン
教
室
に
通
い

な
が
ら
の
ス
タ
ー
ト

で
す
が
、
息
の
合
っ

た
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
で 

カ
バ
ー
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
（
笑
）。 

本
年
度
は
、
原
の
ニ
ュ
ー
ス
や
出
来
事
は

勿
論
の
こ
と
、
東
日
本
大
震
災
を
ふ
ま
え
た

関
連
記
事
も
取
り
入
れ
記
事
を
作
っ
て
い
こ

う
と
思
い
ま
す
。 

何
か
記
載
し
て
ほ
し
い
記
事
や
提
案
が
あ

れ
ば
、
原
の
ポ
ス
ト
に
投
書
し
て
下
さ
い
。 

 

宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

 
 

会
計
係 

 
 
 
 
 
 
 

本
村 

敏
子
（
東
邦
） 

今
年
度
、
会
計
係
を

担
当
さ
せ
て
頂
き
ま
す

本
村
で
す
。
引
っ
越
し

て
き
た
ば
か
り
で
町
内

の
事
は
分
か
ら
な
い
こ

と
ば
か
り
で
す
が
役
員 

町
会
の
皆
様
の
御
協
力
を
頂
き
な
が
ら
、
１
年

間
、
精
一
杯
頑
張
っ
て
参
り
ま
す
の
で
、
宜
し

く
お
願
い
し
ま
す
。 

 
 

環
境
・衛
生
係 

部
長 

 

上
松
伸
行（
栗
林
２
班
）

五
木
田
好
男
（
幸
野
）

高
辻
時
枝
（
八
紘
苑
下) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

こ
の
度
、
３
名
で
環
境

衛
生
部
を
担
当
さ
せ
て

頂
く
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
遊
歩
道
・
幹
線
道
路

の
清
掃
を
通
し
て
、
き
れ

い
な
上
志
津
原
の
街
づ

く
り
に
つ
な
げ
ら
れ
た

ら
と
思
い
ま
す
。
皆
様
の

ご
協
力
を
宜
し
く
お
願

い
致
し
ま
す
。 

 

編
集
後
記 

 
 

原
た
よ
り
も
ろ
く
に
目
を

通
し
て
い
な
か
っ
た
私
が
広
報

部
長
と
な
り
、
本
当
に
務
ま
る
の

だ
ろ
う
か
と
不
安
に
思
っ
て
い

ま
し
が
、
広
報
メ
ン
バ
ー
や
、
前

広
報
の
宮
武
さ
ん
、
パ
ソ
コ
ン
教

室
の
松
田
さ
ん
の
力
を
か
り
な

が
ら
、
や
っ
と
第
１
回
目
の
原
た

よ
り
を
発
行
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
本
年
度
は
東
日
本
大
震

災
を
ふ
ま
え
た
記
事
も
ど
ん
ど

ん
取
り
入
れ
、
皆
様
に
興
味
を
持

っ
て
見
て
頂
け
る
よ
う
、
ス
タ
ッ

フ
一
同
頑
張
っ
て
い
こ
う
と
思

い
ま
す
。
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協

力
の
ほ
ど
宜
し
く
お
願
い
致
し

ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 

森 

■
今
号
掲
載
の
写
真
撮
影 

 
 
 
 

松
田
肇 

 
 
 
 

森
繭
美 

ほ
か 

 

お
知
ら
せ 

 

転
入 

❤
よ
う
こ
そ
❤ 

 
 

西
地
区 

西
１
組 

大
矢
喜
代
巳
さ
ま 

８
月 

  

お
詫
び 

 

新
年
度
班
長
名
簿
の
訂
正
と
変
更 

 

本
誌
前
号
に
掲
載
し
ま
し
た

新
年
度
班
長
名
簿
中
『
元
村
小
五

郎
』
さ
ま
は
『
本
村
小
五
郎
』
さ

ま
の
誤
り
で
し
た
。
訂
正
し
て
お

詫
び
致
し
ま
す
。 

 

ま
た
、
東
地
区
９
組
の
『
伊
林

恒
太
郎
』
さ
ま
は
都
合
に
よ
り

『
入
江
亮
』
さ
ま
へ
変
更
に
な
り

ま
し
た
。
こ
の
為
、
盆
踊
り
係
の

部
長
は
『
中
原
誠
』
さ
ま
へ
変
更

に
な
り
ま
し
た
。 

 

尚
、
入
江
亮
さ
ま
は
盆
踊
り
に

所
属
と
な
り
ま
す
。 

 
 

平成２３年度 

担当 役員紹介 
 

東日本大震災直後の役員就任ですが 

役員一同一丸となって取り組んでい

きたいと思います！！ 


